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緑内障術後成績向上のための薬剤検索ならびに濾過胞不全に関する因子の同定
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研究成果の概要（和文）：緑内障に対して行っている線維柱帯切除術時に使用する薬剤マイトマイシンCは角膜上皮毒
性をもつ。テノン嚢線維芽細胞増殖を特異的に抑制する既存薬ライブラリーを用いて薬剤探索したところ、ヒット化合
物を10剤見出した。
緑内障手術時に前房水を採取し、Bio-Plexを用いて27種類のサイトカイン濃度と術後6か月の濾過法機能、濾過法構造
との相関を検討した。MIP1-βは術後眼圧と濾過胞構造に有意な相関を認めた。

研究成果の概要（英文）：Medicine mitomycin C which is used for the time of fiber pillar area resection 
which passes to glaucoma has epithelia anterius corneae toxicity. When I did medicine search of a TENON 
vesica fiber sprout cell growth using the existence medicine library restrained in peculiar way, a hit 
compound was found 10 pills.
The previous aqueous humor was extracted at the time of a glaucoma operation, and correlation with the 
filtering method function of 6 months and the filtering method structure was considered after an 
operation with 27 kinds of site Cain density using Bio - Plex. MIP1-β admitted significant correlation 
in the ocular pressure and the filtration vesica structure after an operation.

研究分野： 緑内障
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１． 研究開始当初の背景 

眼圧コントロール不良な緑内障に対する

標準的な眼圧下降手術である線維柱体切除

術に現在使用されているテノン嚢増殖抑制

するマイトマイシン C は角膜上皮障害を認

めている。したがって、合併症の少ないテノ

ン嚢増殖抑制作用を持つ薬剤が必要である。 

また、術後の創傷治癒による濾過胞の瘢痕

形成によって、濾過機能が低下し、長期に渡

り良好な眼圧を維持することが困難である

症例が存在する。そこで、濾過胞機能不全に

関連する因子を明らかにするためには、濾過

胞の瘢痕化を経時的・定量的に評価し、予後

との関連を明らかにする必要がある。 

 

２． 研究の目的  

近年、前眼部光干渉断層計（OCT ; optical 

coherence tomography）の登場によって濾過

胞の 3 次元構造を非侵襲的に短時間で観察

できるようになり、濾過胞の形状や内部の

構造が濾過機能の評価や予後評価に有用で

あることが明らかになってきた。しかしな

がら術後の眼圧や濾過胞構造は濾過胞の瘢

痕化以外にも様々な要因に影響されるため、

濾過胞内の瘢痕組織をより直接的に評価す

る必要がある。そこで、生体内の線維組織

を非侵襲的に観察することが可能である前

眼部偏光ＯＣＴを用いて濾過胞の瘢痕組織

の評価を試みた。濾過胞が機能不全となり

眼圧が上昇し、濾過胞再建術を施行された

症例では、前眼部偏光ＯＣＴによって濾過

胞の内部に複屈折が増加した瘢痕組織を観

察することが可能であった。また濾過胞再

建時に切除された瘢痕組織は、偏光顕微鏡

によって実際に複屈折を有することが確認

された。以上より、前眼部偏光ＯＣＴは濾

過胞の瘢痕化の観察に有用であることが示

唆された。テノン嚢繊維芽細胞増殖を特異的

に抑制する薬剤の探索と線維柱帯切除後に

前房水中の生理活性物質について検討した。 

 

３．研究の方法 

・テノン嚢増殖抑制薬の探索：既存薬薬剤ラ

イブラリーを用いた薬剤スクリーニング、緑

内障手術モデルを用いた薬剤投与による検

討。 

・線維柱帯切除後の濾過胞の評価；偏光 OCT

を用いて濾過胞の瘢痕化を評価 

・前房水サイトカインの探索：緑内障手術時

に前房水を採取し、Bio-Plex を用いた 27 種

類のサイトカイン濃度測定。 

 

４．研究成果 

既存薬ライブラリーを用いたスクリーニ

ングでは、テノン嚢繊維芽細胞と角膜上皮細

胞でのスクリーニングは終了し、現在ウサギ

の緑内障手術モデルでの薬効を検証中であ

る。本研究で得られた候補薬剤０．０１％濃

度を点眼しており、ある一定の効果が得られ

ることが判明している。また、validated 

compound libraryを用いたスクリーニングで

はテノン嚢繊維芽細胞でのスクリーニング

が終了し、ヒット化合物を 10 剤見出した。 

線維柱体切除術時の前房水中の生理活性

物質の検討については、濾過胞の瘢痕化に

関連する生理活性物質を明らかにするため

に、前眼部偏光 OCT によって濾過胞の瘢痕

化を直接的に評価することが可能であるこ

とを明らかにした。また、緑内障手術時に前

房水を採取し、Bio-Plex を用いて前房水中の

２７種類のサイトカイン濃度を測定し、開放

隅角緑内障眼または血管新生緑内障眼の中

で術後に追加治療を必要としなかった症例

について、前房水中のサイト陰嚢度と術後 6

か月の濾過法機能（眼圧）、術後 2 週間後の

濾過法構造との相関を検討した。前房水サイ

トカインである MIP-1βのみ術後の眼圧と濾

過法構造のいずれに対しても有意な相関を

認めた。したがって、濾過胞の機能維持に前

房水中のサイトカインである MIP-1βが関与



することが示唆された。 
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